
これから何か活動を始めたい方に

場づくり、地域の課題解決に取り組んでる方や

ぜひ、参加してほしいセミナーです。
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普通の主婦からまちづくり団体を立ち上げ気付いたら代表に⁉
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ゲスト
オカルルベース
代表&高校の先生
和田 和恵

団体立ち上げのきっかけと2年目を迎えた今を語る

お申込みフォーム

「無理  　続   地域活動」
５つ   ヒント
なく く

の



人口減少による担い手不足に対応し、持続可能な地域づくりを進めるため、地域内外の多様な人材と連
携しながら、地域活動に参画しやすい仕組みづくりを行います。
プロジェクトではみなさんの「やってみたい」を応援します。多様なひと、団体、企業等とゆるやかに
つながりながら、上北地域の地域課題を解決する企画と実証を行うプロジェクトの参加者を募集します。
採用されたプロジェクトは、メンターが伴走しなら活動をサポートします。
今回は、プロジェクトに関連したトークイベントとプロジェクト募集の説明会を行います。
これから何か始めたい方、新しいチャレンジに取組みたい方は、ぜひご参加ください。
   

  

トークイベント&プロジェクト募集説明会
2024年6月22日(土)  15:30-17:30     
　
【内容】
　◉参加者（団体）自己紹介　（たっぷり時間をとります）
　◉トークイベント　
　◉参加者を交えたトークセッション
　◉今後のプロジェクト募集についての説明会&相談会
　◉交流会
　　

【対象】
　個人でも団体・チームでも、どなたでもご参加いただけます。
　

【トークテーマ&講師】
　テーマ「無理なく続く地域活動　５つのヒント」

「トークイベント&プロジェクト募集説明会」お申込みについて
お申込みは、フォーム(QRコード）またはMailからお申込みいただけます。

 締切日：2024年6月20日(木）

※ご記入いただいた個人情報は、上記の利用目的のみに使用し、第三者に提供することはございません。

※電話でのお申し込みは、上北地域県民局地域連携部（TEL0176-22-8194) まで。

お申込みフォームはこちら Mailでお申込みはの方はこちら

お名前/お住まいの市町村名/電話番号
メールアドレスをお送りください。

contact@andmore.ltd

 17:45-交流会（軽食あり（無料）/ 飲み物は各自オーダー（有料）となります）

事業の全体概要

講師：株式会社and more  代表取締役 久慈 美穂 
12年前、企画も団体立ち上げもド素人ながら、市民団体
Misawa Art Projectを立ち上げ、それ以来まちづくりに関
わる企画やワークショップなどを行っている。3年前に市
民団体の活動と個人事業主の活動を統合し株式会社化。今
回は、あまり話してこなかった立ち上げから現在に至るま
での全貌を大公開！何の知識もなかった主婦がどんな経緯
で団体や会社を起こすに至ったのか、そして継続のポイン
トも踏まえてお聞きください。活動されている方には今抱
えている活動の悩みへのヒントにもなると思います。

ゲスト：オカルルベース 代表 和田 和恵

〜普通の主婦からまちづくり団体を立ち上げ気付いたら代表に⁉
   12年の活動ヒストリーと継続のポイントを大公開 〜

平内町出身。結婚して移住した東北町で友だちができず、
さらに東北町の魅力を感じられなかったことから、東北町
に住み続けることに危機感を感じる。このことがきっかけ
で【オカルルベース】という団体を立ち上げ、イベントや
体験を通して人が関わる場づくりを行う。県立高校の教員
をしており、「総合的な探究の時間」の授業を担当してい
ることもあり、自ら地域課題の解決に取り組んでいる。

〜団体立ち上げのきっかけと2年目を迎えた今を語る〜


